
◎
自
然
公
園
法
及
び
自
然
環
境
保
全
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
一
年
六
月
三
日
法
律
第
四
七
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
一
年
四
月
七
日
・
衆
議
院
環
境
委
員
会
）

○
斉
藤
国
務
大
臣

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
自
然
公
園
法
及
び
自

然
環
境
保
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
提
案

の
理
由
及
び
内
容
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
は
、
狭
い
国
土
な
が
ら
、
非
常
に
豊
か
で
多
様
な
自
然
に
恵
ま

れ
て
お
り
、
こ
の
自
然
に
応
じ
て
多
種
多
様
な
生
物
が
推
定
で
三
十
万
種

も
存
在
し
て
い
ま
す
。

自
然
公
園
制
度
及
び
自
然
環
境
保
全
地
域
制
度
で
は
、
こ
の
よ
う
に
豊

か
な
自
然
を
代
表
す
る
傑
出
し
た
風
景
地
で
あ
る
国
立
公
園
等
を
指
定

し
、
自
然
環
境
の
保
全
を
目
的
と
す
る
他
の
関
係
制
度
と
密
接
に
連
携
し

つ
つ
、
国
土
に
存
在
す
る
自
然
を
体
系
的
に
保
全
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生

物
の
多
様
性
の
確
保
に
寄
与
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
昨
年
、
豊
か
な
生
物
の
多
様
性
を
保
全
し
、

そ
の
恵
沢
を
将
来
に
わ
た
っ
て
享
受
で
き
る
、
自
然
と
共
生
す
る
社
会
の

実
現
を
図
る
生
物
多
様
性
基
本
法
が
制
定
さ
れ
る
な
ど
、
近
年
、
生
物
の

多
様
性
に
対
す
る
国
民
的
な
関
心
が
極
め
て
高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
国
立
公
園
等
に
お
け
る
自

然
環
境
の
保
全
対
策
の
強
化
等
を
図
り
、
よ
り
積
極
的
に
生
物
の
多
様
性

の
確
保
に
寄
与
す
る
た
め
、
海
域
に
お
け
る
保
護
施
策
の
充
実
、
生
態
系

の
維
持
ま
た
は
回
復
を
図
る
た
め
の
事
業
の
創
設
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
本
法
律
案
の
内
容
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

自
然
公
園
法
に
関
し
て
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
法
の
目
的
に
お
い
て
、
す
ぐ
れ
た
自
然
の
風
景
地
を
保
護
す

る
こ
と
が
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
海
中
の
景
観
を
維
持
す
る
た
め
の
海
中
公
園
地
区
を
、
海
域

の
景
観
を
維
持
す
る
た
め
の
海
域
公
園
地
区
に
改
め
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
海
域
公
園
地
区
の
景
観
の
維
持
と
そ
の
適
正
な
利
用
を
図

る
た
め
、
海
域
公
園
地
区
内
に
利
用
調
整
地
区
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
、
国
立
公
園
等
に
お
け
る
生
態
系
の
維
持
ま
た
は
回
復
を
図
る

た
め
、
国
等
は
生
態
系
維
持
回
復
事
業
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
従
っ
て

生
態
系
維
持
回
復
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
国
等
の
公
的
主
体
以
外
の
者

に
つ
い
て
も
、
環
境
大
臣
等
の
認
定
を
受
け
て
、
自
然
公
園
法
上
の
許
可

自
然
公
園
法
及
び
自
然
環
境
保
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

一
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二



等
を
要
し
な
い
で
生
態
系
維
持
回
復
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

第
四
に
、
国
立
公
園
等
の
特
別
地
域
に
お
い
て
環
境
大
臣
等
の
許
可
を

要
す
る
行
為
と
し
て
、
一
定
の
区
域
内
で
の
木
竹
の
損
傷
、
本
来
の
生
息

地
以
外
へ
の
動
植
物
の
放
出
等
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
自
然
環
境
保
全
法
に
関
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
措
置
に
準
じ
た
措

置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
本
法
律
案
の
提
案
の
理
由
及
び
そ
の
内
容
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
、
慎
重
に
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
衆
議
院
環
境
委
員
長
報
告（
平
成
二
一
年
四
月
一
七
日
）

○
水
野
賢
一
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
環
境
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

本
案
は
、
国
立
公
園
、
自
然
環
境
保
全
地
域
等
に
お
け
る
自
然
環
境
の

保
全
対
策
の
強
化
等
を
図
る
た
め
、
国
立
公
園
の
特
別
地
域
等
に
お
け
る

規
制
の
対
象
と
な
る
行
為
の
追
加
、
海
域
に
お
け
る
保
護
施
策
の
充
実
、

生
態
系
の
維
持
ま
た
は
回
復
を
図
る
た
め
の
事
業
の
創
設
等
の
措
置
を
講

じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
去
る
六
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
翌
七
日
斉
藤
環
境
大
臣

か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
、
十
日
及
び
十
四
日
の
両
日
に
わ
た
り

質
疑
を
行
い
、
質
疑
を
終
局
い
た
し
ま
し
た
。
質
疑
終
局
後
、
直
ち
に
採

決
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
本
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
申
し
添
え
ま

す
。以

上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
一
年
四
月
一
四
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置

を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一

公
園
計
画
の
策
定
等
に
当
た
っ
て
は
、
同
計
画
が
適
正
か
つ
効
果
的

な
自
然
公
園
の
管
理
運
営
に
資
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
多
様
な
主
体

が
参
画
し
て
協
議
す
る
た
め
の
場
を
設
け
る
な
ど
、
可
能
な
限
り
幅
広

く
意
見
を
聴
く
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
こ
で
集
約
さ
れ
た
意
見

に
つ
い
て
は
、
同
計
画
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

二

海
域
公
園
地
区
及
び
海
域
特
別
地
区
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
利
害

関
係
者
等
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
関
係
省
庁
間
等
の
連
携
・
協
力
を
十
分

図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
貴
重
な
海
洋
生
態
系
の
保
護
・
保
全
に
と
っ
て

重
要
な
海
域
が
指
定
対
象
に
含
ま
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

三

生
態
系
維
持
回
復
事
業
に
係
る
認
定
等
に
当
た
っ
て
は
、
絶
滅
の
お

自
然
公
園
法
及
び
自
然
環
境
保
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
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そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物
へ
の
影
響
や
現
行
の
鳥
獣
被
害
の
防
止
施
策
と

の
整
合
性
に
も
留
意
し
つ
つ
、
科
学
的
デ
ー
タ
等
に
準
拠
し
な
が
ら
厳

正
か
つ
適
切
に
行
う
こ
と
。

四

自
然
公
園
の
利
用
調
整
地
区
に
つ
い
て
は
、
生
物
の
多
様
性
の
確
保

及
び
持
続
可
能
な
利
用
の
観
点
か
ら
、
住
民
、
関
係
団
体
、
土
地
所
有

者
等
と
の
十
分
な
調
整
を
図
り
つ
つ
、
指
定
の
拡
大
に
向
け
て
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
。

五

自
然
公
園
等
の
適
切
な
管
理
運
営
の
た
め
に
必
要
な
人
材
の
確
保
に

最
大
限
努
め
る
こ
と
。
特
に
、
知
識
及
び
経
験
等
が
豊
富
な
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
経
験
者
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

ま
た
、
自
然
公
園
等
を
地
元
住
民
の
雇
用
創
出
の
場
と
し
て
活
用
す
べ

く
、
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
カ
ー
事
業
等
の
拡
充
等
を
は
じ
め
と
す
る
積
極
的

な
施
策
の
展
開
を
図
る
こ
と
。

六

自
然
公
園
及
び
自
然
環
境
保
全
地
域
等
の
自
然
保
護
地
域
体
系
の
あ

り
方
に
つ
い
て
法
制
度
も
含
め
て
検
討
を
行
う
こ
と
。

三
、
参
議
院
環
境
委
員
長
報
告（
平
成
二
一
年
五
月
二
七
日
）

○
有
村
治
子
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
環
境
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。本

法
律
案
は
、
昨
今
の
生
物
多
様
性
の
保
全
に
対
す
る
社
会
的
要
請
の

高
ま
り
等
に
か
ん
が
み
、
国
立
公
園
、
自
然
環
境
保
全
地
域
等
に
お
け
る

自
然
環
境
の
保
全
対
策
の
強
化
等
を
図
る
た
め
、
国
立
公
園
の
特
別
地
域

等
に
お
け
る
規
制
の
対
象
と
な
る
行
為
の
追
加
、
海
域
に
お
け
る
保
護
施

策
の
充
実
、
生
態
系
の
維
持
又
は
回
復
を
図
る
た
め
の
事
業
の
創
設
等
の

措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
法
の
目
的
に
生
物
多
様
性
の
確
保
を
追
加

し
た
こ
と
の
意
義
、
生
態
系
維
持
回
復
事
業
創
設
に
よ
る
効
果
及
び
鳥
獣

保
護
関
連
法
令
と
の
関
係
、
自
然
公
園
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
レ
ン

ジ
ャ
ー
の
活
用
及
び
拡
充
の
必
要
性
、
地
球
温
暖
化
が
も
た
ら
す
生
物
多

様
性
へ
の
被
害
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会

議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

質
疑
を
終
了
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
一
年
五
月
二
六
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置

を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一
、
本
法
の
目
的
に
生
物
多
様
性
の
確
保
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
か
ん
が

み
、
自
然
公
園
の
利
用
が
生
態
系
に
と
っ
て
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ

自
然
公
園
法
及
び
自
然
環
境
保
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
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う
、
そ
の
適
正
な
利
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
民
に
も
そ
の
趣
旨
が

理
解
さ
れ
る
よ
う
普
及
啓
発
に
努
め
る
こ
と
。

二
、
海
域
公
園
地
区
及
び
海
域
特
別
地
区
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
科
学

的
な
デ
ー
タ
等
を
勘
案
し
、
民
間
団
体
等
利
害
関
係
者
に
も
配
慮
し
つ

つ
、
関
係
省
庁
間
等
の
連
携
・
協
力
を
十
分
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世

界
的
に
貴
重
な
海
洋
生
態
系
の
保
護
・
保
全
に
と
っ
て
重
要
な
海
域
が

指
定
対
象
に
含
ま
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
国
際
的
な
連
携
に

も
配
慮
し
つ
つ
、
移
動
性
野
生
動
物
の
保
全
に
も
努
め
る
こ
と
。

三
、
公
園
計
画
及
び
公
園
事
業
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
生
物
多
様

性
の
保
全
の
観
点
か
ら
、
同
計
画
が
適
正
か
つ
効
果
的
な
自
然
公
園
の

管
理
運
営
に
資
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
審
議
会
の
開
催
に
当
た
っ

て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
の
前
倒
し
に
よ
り
、
国
民
の
意
見
が

審
議
に
反
映
さ
れ
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
計
画
段
階
か
ら
の
市
民
参
加

等
、
多
様
な
主
体
が
参
画
、
協
議
で
き
る
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
可
能

な
限
り
幅
広
く
意
見
を
聴
く
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
こ
で
集
約

さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
は
、
同
計
画
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
こ

と
。

四
、
生
態
系
維
持
回
復
事
業
に
係
る
認
定
等
に
当
た
っ
て
は
、
絶
滅
の
お

そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物
へ
の
影
響
や
現
行
法
の
鳥
獣
被
害
の
防
止
施
策

と
の
整
合
性
に
も
留
意
し
つ
つ
、
科
学
的
デ
ー
タ
等
に
準
拠
し
な
が
ら

厳
正
か
つ
適
切
に
行
う
こ
と
。

五
、
自
然
公
園
の
利
用
調
整
地
区
に
つ
い
て
は
、
生
物
の
多
様
性
の
確
保

及
び
持
続
可
能
な
利
用
の
観
点
か
ら
、
住
民
、
関
係
団
体
、
土
地
利
用

者
等
と
の
十
分
な
調
整
を
図
り
つ
つ
、
指
定
の
拡
大
に
向
け
て
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
。

六
、
自
然
公
園
等
の
適
切
な
管
理
運
営
の
た
め
に
必
要
な
人
材
の
確
保
に

最
大
限
努
め
る
こ
と
。
特
に
、
知
識
及
び
経
験
等
が
豊
富
な
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
経
験
者
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
カ
ー
事
業
の
拡
充
等
を
は
じ
め
と
す
る
施
策
の

展
開
に
よ
り
、
地
元
住
民
等
の
雇
用
創
出
を
行
う
こ
と
。

七
、
気
候
変
動
に
伴
う
生
態
系
の
変
化
を
考
慮
し
て
、
国
土
に
お
け
る
自

然
保
護
地
域
の
効
果
的
な
再
配
置
と
拡
大
、
適
正
な
管
理
を
早
急
か
つ

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

八
、
生
物
多
様
性
条
約
に
お
い
て
、
海
洋
保
護
区
の
全
球
レ
ベ
ル
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
が
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
、
海
洋
保
護
区
の
統
合
、
設

置
、
効
果
的
管
理
が
急
務
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
国
際
的

な
要
請
に
資
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
海
洋
保
護
区
の
設
定
に
当
た
っ

て
は
、
我
が
国
の
生
物
多
様
性
保
全
上
、
代
表
性
を
持
っ
た
も
の
が
含

ま
れ
る
も
の
に
な
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

九
、
自
然
公
園
及
び
自
然
環
境
保
全
地
域
等
の
自
然
保
護
地
域
体
系
の
あ

り
方
に
つ
い
て
法
制
度
も
含
め
て
検
討
を
行
う
こ
と
。

右
決
議
す
る
。

自
然
公
園
法
及
び
自
然
環
境
保
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

一
五
五


